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2025年５月26日  

 

各 位 

  

会 社 名 アジャイルメディア・ネットワーク株式会社 

代表者名 代表取締役社長 藤原 宏樹 

 （コード番号 6573 グロース） 

問合せ先 取締役CFO   野口 敦司 

 （TEL 03-6435-7130（代表）） 

 

株式会社sayuri‐styleの株式取得(子会社化)に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、株式会社 sayuri‐style（本社：広島県広島市、代表取締役：若井小百合 

以下、「sayuri‐style 社」と言います。）の株式を取得（以下、「本件株式取得」と言います。）し、sayuri‐style 社を

当社の子会社とすることを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

１． 本件株式取得の理由 

当社グループは、ファンマーケティングを核とした多角化戦略の一環として、当社および連結子会社である BTCリン

ク株式会社（所在地：東京都港区、代表取締役：藤原 宏樹）において、楽天など大手ECモールに自社店舗を開設し、

ECによる小売事業を展開しております。 

 

sayuri‐style 社は、アパレル・ライフスタイル雑貨などを取り扱うファッション系の小売業を営んでおり、30 代〜

50 代の女性を主なターゲットとして「上品で落ち着いた美しさ」に「現代的なミニマルライフスタイル」を掛け合わ

せた世界観のもと、Instagram と連動したネット通販および広島市中区の実店舗「bloom」で商品を販売しています。と

りわけ Instagram を活用したライブコマース販売が好評で、フォロワー数は 2.3 万人を超え、現在も増加傾向にありま

す。 

 

しかしながら、sayuri‐style 社では仕入れから ECサイトの商品登録、販売、出荷に至るまでの業務を代表取締役の

若井氏が一手に担っており、業務量の増加及び人員不足が喫緊の課題となっていました。売上拡大の可能性を有する

一方で、運用体制の未整備が成長の阻害要因となっていたことから、当社はsayuri‐style社の全発行済株式のうち50%

を取得し、子会社化することを決定いたしました。 

売上拡大を図る上で、組織体制の整備及び業務プロセスの仕組化が不可欠であるとの認識のもとで協議した結果、

当社の子会社として管理体制の構築及び業務の仕組化を推進し、若井氏は主に仕入れやライブコマースなどに注力す

るという役割分担を行うことで、双方が50％ずつの持分比率を有する形で合意に至りました。 
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子会社化により、sayuri‐style社の EC関連のバックオフィス業務（商品登録、売上管理、出荷業務等）を当社が担

うことで、若井氏は商品企画やライブコマース等のコア業務に注力できるようになります。これによりブランド力と

売上のさらなる向上を図るとともに、当社グループの EC 事業における運用リソースを活用することで、グループ全体

の収益力強化につながると考えております。 

 

また、本件株式取得に先立ち、代表取締役 若井小百合氏がsayuri‐style社に対して行っていた貸付金21,900千円に

ついて、sayuri‐style社では債務の資本化（DES：Debt Equity Swap）を実施し、全額を資本金として計上いたしました。 

sayuri‐style社は DES実施前において純資産がマイナス 6,176千円の債務超過状態にありましたが、本 DESにより債

務超過を解消し、純資産は15,723千円に改善されています。 

当社は、sayuri‐style社の発行済株式総数440株のうち50％に相当する持分である220株を取得し、また当社取締役

２名が sayuri‐style社の取締役を兼務する形で就任し、sayuri‐style社の取締役の過半数を当社役員兼務者とするこ

とで sayuri‐style社を当社の連結子会社といたしました。若井氏は引き続き代表取締役としてsayuri‐style社の経営

に従事し、当社からは実務支援のため従業員1名を出向させる予定です。 

 

なお本件に関し、当社の筆頭株主である株式会社玉光堂より sayuri‐style 社の紹介を受けましたが、紹介料等の対

価は一切発生しておりません。 

 

 

２． 異動する子会社(sayuri‐style社)の概要 

（１）  名 称 株式会社sayuri‐style 

（２）  所 在 地 広島県広島市中区本通２番３号本通エルビル１F 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 若井小百合 

（４）  事 業 内 容 洋服小売販売業 

（５）  資 本 金 22,000,000円 

（６）  設 立 年 月 日 2017年12月18日 

（７） 大株主及び持株比率 若井小百合(100.0%) 

（８） 
上場会社と当該会社 

       と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者への 

該当状況 
該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態             (単位 : 千円) 

決 算 期 2022年11月期 2023年11月期 2024年11月期 

純 資 産 5,552 △6,768 △6,176 

総 資 産 20,328 24,901 28,601 

１ 株 当 た り 純 資 産 2,776 △3,384 △3,088 

売 上 高 36,351 41,141 72,358 

営 業 利 益 △963 △2,036 △1,403 

経 常 利 益 931 △1,230 739 

当 期 純 利 益 924 △1,215 591 

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 462 △607 295 
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１ 株 当 た り 配 当 金 ( 円 ) 0.00 0.00 0.00 

 

 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 氏        名 若井小百合 

（２） 住       所 広島県広島市 

（３）上場会社と当該個人 
との関係 

該当事項はありません。 

 

 

３． 取得株式数取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

0 株 

（議決権の数：0 個） 

（議決権所有割合：0％） 

（２） 取 得 株 式 数 
220株 

（議決権の数：220 個） 

（３） 取  得  価  格 

株式会社sayuri‐styleの普通株式 7,000千円 

アドバイザリー費用等（概算額） 0千円 

合計（概算額） 7,000千円 

（４） 異動後の所有株式数 

220株 

（議決権の数： 220個） 

（議決権所有割合：50％） 

※取得価額の算定にあたっては、当社にてデューデリジェンスを実施し、事業計画に基づき投資回収期間を考慮した

上、妥当な金額を算出して決定しております。 

※新たな事業のために特別に支出する予定額の合計額として、上記表(3)記載の取得価額である7,000千円を見込んでお

ります。 

※株式譲渡実行日において改めて適正に純資産額を算定し、取得価額が純資産額を上回った場合にはのれん

を計上し、また取得価額が純資産額を下回った場合には負ののれんとして特別利益に計上いたします。現時

点においては、上記のれん代については軽微であると見込んでいます。 

※上記表(3)記載の取得価額である 7,000千円については、第 11回新株予約権、第 12回新株予約権及び第 13回新株予

約権（2025年10月31日付「第三者割当による第11回新株予約権、第12回新株予約権及び第13回新株予約権（行使価

額修正条項付）の発行並びに買取契約（第 13 回新株予約権につきコミット条項付）の締結に関するお知らせ」参照）

により調達した資金（銀行口座にて管理しております）を資金調達の使用使途「④ M&A 及び新規事業投資(1,873 百万

円)」より充当しております。 

 

 

４． 日程 
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（１）取締役会決議日 ：2025年５月26日 

（２）株式譲渡契約締結日 ：2025年５月26日 

（３）株式譲渡実行日 ：2025年６月２日 

（４）新たな事業の開始日 ：2025年６月２日(予定) 

 

 

５． 今後の見通し 

本株式譲渡が当社の 2025年 12月期連結業績に与える影響については現在精査中でありますが、適時開示が必

要になった場合には速やかにお知らせいたします。 

 

 

以上 
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